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　本書は広い視角をもって行なわれた，東アジア諸国の

農業保護の政治経済学分析であり，それに基づく現実的

な農産物貿易自由化の政策提案を含む．前者では，先進

諸国の経済発展過程で見られる，初期には農業部門に課

税して工業化を促進するのに，後には農業保護に政策転

換す筍という経験法則が，日本を始め韓国，台湾等の東

アジアの新興工業国にも当はまることを実証する．後者

ではこの経験則に照して，農業保護の撤廃が容易ならざ

ることを警告するとともに，少なくともそれ，を抑制し，

改善する努力方向を農産物輸出国に教えている．農産物

貿易問題が現在進行中のGATT国際貿易交渉のウルグ

アイ・ラウンドの最大懸案であり，・その自由化の進展な

しには，オーストラリアやアメリカ等の農産物輸出国の

積極参加が得られず，成功が危ぶまれている，緊急の貿

易政策課題である．

　本書は，農産物輸出国と輸入国を代表する農業経済学

者である編著者が，それぞれオーストラリアと日本の同

僚の協力をえて，1980年以降に行なった研究をまとめた

ものである．第1～8章は東アジア諸国の農業保護に関

する，歴史的，理論的，計量：経済学的ならびに政治学的

研究を集約したものであり，序章と結びの第9章が編著

者による簡潔な問題設定と要約及び政策提言になってい

る，

　評者は農業経済学には門外漢で，その面からの本書の

諸研究の評価はなしえないが，国際経済学とGATTの

貿易交渉への研究関心から本書をとり上げさせていただ

く・今や農業保護は，政策論議の及ばぬ「聖域」ではな

く，保護貿易化の中核として透徹した経済分析が要請さ

れており，本書は正にそれに答えているからである．

　なぜ経済発展過程で，農業への課税・収奪から保護・

助成への政策転換が起るのか．日本ではすでに今世紀初
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めから始まっており，第2次大戦後に急速に進んだ韓

国・台湾も1950年代中に生じた．編著者の説明は，経

済発展過程での農業の役割の変化にかかっている．すな

わち発展の初期の貧しい農業経済では，人口の大多数を

占める農民の諜税以外に政府収入の道はなく，加えて幼

稚段階の工業への保護を与え，賃金を低く保っために可

融物価裕を低く維持する・しかし発展が進むにつれて，

（1）　農業の比較劣位化が進んで他部門との所得下下を

補う．ために，また輸入競争力の弱化を償うために保護が

必要とされるし，（2）食料消費の家計支出でのシェア

が減少して，食料価格引上げへの家計，産業界の圧：カが

減少する，（3）　国民生産や雇用に占める農業の比率が

減少して，農業部門の耳門が可能になり，政治的な農業

保護要求が強まるというものである。

　各章はこの仮説の検証にあてられる．第1章では，経

済発展過程での産業構造変化に照して農業の役割変化を

理論的に説明し，東アジア3国の経験がそれをもっとも

典型的に現わしていることを明らかにする．第2，3章

では，それに続けて，日本を中心として農業政策の変化

を調べて，農業保護の生成過程を明らかにする。

　第4章ではそれを計量経済学的に確める．すなわち，

東アジア3ヶ風西欧工業国，米国，オーストラリア等

の食料輸出国も含「めて15ヶ国，6時点（1955－198Q）のプ

ール・データを用いて，農業の平均名目保護率（国内知

売価格÷輸入価格）が要素賦存率（農民1人あたり農地面

積や農工間生産性格差，農業部門シェア等の共通の変数

でかなり良く説明され，東アジアの特殊性が見出されな

いことが示される，さらに第5章では米，小麦，肉類の

5品目の農産物の世界需給モデノレを使ったシミュレーシ

ョンを行なって，東アジアの農業保護がこのまま存続す

ると，世界価格は6－9パーセント高められ，消費が抑制

され箋生産が刺戟されて，余澗が作り出されることを確

めている．

　第6章は日本の米政策に関する理論的・実証的分析で

あり，ここでは日本の米政策が政治的に決められて国内

生産者価格を政府にとって最低コストで達成することを

鮭鱒としており，消費者への摩生効果はまったく考慮さ

れてこなかったという仮説が検謳される．第7章では日

本と韓国での牛肉国内生産保護のために輸入クォーター

制がと、られる仕組みが分析される．

　第8章は，第2次大戦後，高慶成長期を通しての，日

本の農業保護政策の急速な生成過程の政治学的分析であ

る．著者は戦後日本に霜げる強い農業保護を支えてきた

要因として，所得の大半を農業外から得るようになった
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にもかかわらず，なお農村に住みつづける人口学的現象

を背景として，農協組織の政治力と自民党の農村票への

依存，消費者の難病物高価格支持の許容を指摘して，国

外からの持続的圧力なしには日本の農産物貿易自由化は

進まないと結論している．

　そして結びの第9章で，このように経済発展過程に折

込まれて生成してきた農業保護は容易には撤廃できない

こと，さらに強められるおそれもあることを警告・する．

そして農業保護を少しでも弱め，資源配分を改善してい

くためには，農業保護の政治コストを高めることが有効

である．その方向に向けて一方では農業保護がいかに経

済的に高くついているかを消費者，政治家に周知徹底さ

せることであ軌他方農産物輸出国は多国間のGATT

交渉や太平洋地域の協議や輸入国との2国間協議明野々

のチャンネノレを通じて農業保護撒廃の圧力をかけていく

必要があると勧点する．巻末の補遣には，主穀類，肉類

について，日ホ，韓国，台湾巻含めた主要15ヶ国の名

目保護率の1955－82年の推計値が掲載されている．

　本書の問題設定は竜つと略時宜に適っており，分析と

結i論は説得的である．ただ現在進行中の国際貿易交渉で

の議論に照して，以下の諸点につや・ても検討してほしか

ったと要璽しておきたい．

　第1に，今日の農産物貿易自由化論議の高まりの背景

には，1970年代署から継続している政府助成の下での農

産物余剰があり，E℃や米国ではそれが実質的に輸出補

助金になっており，オーストラリア等の，農産物自由輸

出国ケアンスグループの強い批判を浴びている．日本の

一部ではこれをアグレッシブな農業保護と呼び，日本の

胃内自給のみに止めるディフェンシブな農業保護と区別

せよと主張する．本書では第ひ4章の議論からも明らか

なようにこの相違を認めていない．名聞保護率の資源配

分効果は自給度の上昇の延長に輸禺化が来るのであり，

農産物の世界需給や世界価婚に及ぼす影響に関して差は

ないからである．ただ日本政府は強い作付干鰯で，高い

内外価格差にもかかわらず，輸串化を止めているわけで

ある．編著者はこのディフェンシブ農業保護論をどう評

価するのか、

　第2に，日本では，米は例外として，農産物の名目保

護率は高いが，貧弱な農業資源賦存を反映して，自給率

は低い．異常に高い食料価絡は別として，世界最大の食

料輸入実績を圭押せよという意見が強い．本書では農業

保護の尺度として，名爵保護率のみが使われているが，

自給率をも併用せよというものである．もちろん高い名

園保護率にもかかわらず自給率が低いという現状そのも
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のが漏本あ農産物市揚と農業保護政策の歪みを表わして

いるとも雷える．しかし農業保護政策の速やかな改変が

容易でなく，現行制度下での農産物輸入拡大をはかっで

いくとしたら，自給率の漸減努力を評緬しうるような保

護指標も薦えられてよいのではない加そうでないとし

たら，本書の漣論により訓話な，現実的農産物自由化施

策が聴きたいと思う．

　第3に，第5章の主要穀物・肉類の樵界需給モデルの

延長として，年々の食料需給の不安定性の分析がぼしか

ったと思う．これまで：食料自給論の根換として年々の食

料生産の不安定があり，農業保護論の心情的な背景とな

ってきたと思われるからである．食料生産の不安定性の

客観的な分析によって，儒頼しうる供給安定策が提示さ

れるならば，農業保護論争の合理化に役高つのではない

か．

　第4に，本書の中核をなす，経済発展過程における農

業保護の特異性に限定をつけておきたい．つまり経済発

展が進むにつれて保護が高まっていく庵のは農業のみで

なく，石炭業に代表される鉱業や憂労働集約的産業一般

にも当はまる．細本の石炭業が20世紀初めまでは生糸

とと略に主要輸出産業のひとつでありながら，今日非農

業部門で唯一残存輸入制限下にあり，内外価格差も3倍
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に違している被保護産業であることは良く知られている，

また策アジア諸閣では乗だ幾立たぬが，繊維r履物・雑

貨等の勢働集約産業声本書でとり上げた先進諸国に共通

した保護対象であることも周知である．

　石炭業は資源集約産業として農業と共逸挫が多いので

省くとして，欝働集約産業に対する政策にも経済発展に

対応しての政策転換が観察されることを指摘したい。こ

れ，に点しては故H．G．ジ日ンソンのすぐれた理論化

（1968年のヴィクセル・レクチ畠ア）がある・つまり軽済

発展過程で最低生活水準が上昇し，未熟練労働の賃金水

準が国際的に割高になる．未熟練劣働を多く雇用する蛍

働集約雌業は技術革新で補なわれないかぎり比較劣位化

せざるをえず，雇用維持の観点からも所総三差是正の観

点からも保護が強化されていくというものである．これ

は粗放的でない農業部門にも共通しでいる要素がある．

政府保護の争奪はマイナス・サム。ゲームであるから，

農業保護政策の政治経済学分析はこれら有力な保護墳象

ライバル産藁との対比で進められることが墓ましいしレ

その貿易自由化交渉への含意も決して小さくない．これ

は恐らく本書の範囲を越えた墾蜀の要鯉であろうが，評

考の閣心からあえて記したい。　　　　〔山澤　逸平〕
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